
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

○ ○ 1

１
学
期

社会福祉・社会保障制度の意義と
役割
【知識・技能】
　社会福祉・社会保障制度の意義
やその役割について理解する。
【思考・判断・表現】
　社会福祉を推進する我が国の行
政体制に関して理解し、考察す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　社会福祉と社会保障制度につい
て理解し、今後の社会福祉の推進
について主体的に考察する。

国民生活を支える社会保障制度
【知識・技能】
　国民生活を支える社会保障制度
の意義やその役割について理解す
る。
【思考・判断・表現】
　各種保険や年金等のあり方につ
いて理解し、今後の在り方につい
て考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　社会福祉と社会保障制度につい
て理解し、今後の社会福祉の推進
について主体的に考察する。

指導事項
社会福祉・社会保障制度の意義と
役割
・社会保障制度の意義と役割
・社会福祉と社会保障制度
・社会福祉を推進する機関
国民生活を支える社会保障制度
・日本の社会保険制度の枠組み
・健康保険・国民健康保険
・高齢者医療制度
・公的年金制度の体系
・公的年金の給付
・雇用保険と労災保険
教材
・ワークシート　等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　社会福祉と社会保障制度について体系的・
系統的に理解するとともに、関連する知識や
技術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　社会福祉と社会保障制度に関する課題を発
見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科
学的な根拠に基づいて創造的に解決しようと
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　健全で持続的な社会の構築を目指して自ら
学び、社会福祉と社会保障制度の今後の在り
方を考察し主体的かつ協働的に取り組もうと
している。 ○ ○ ○ 11

定期考査 ○ ○ 1

高齢者福祉
【知識・技能】
　高齢者福祉の役割や各種制度と
の関係について系統的に理解す
る。
【思考・判断・表現】
　我が国における高齢者福祉の体
制について理解し、考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　今後の高齢者福祉の在り方につ
いて主体的に考察し、今後の課題
を自ら発見し解決しようとする。

生活支援のための公的扶助
【知識・技能】
　生活支援のための公的扶助につ
いて、基本的な知識や制度につい
て理解する。
【思考・判断・表現】
　公的扶助の位置づけについて理
解し、今後の在り方について考察
する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　公的扶助について理解し、その
諸課題を主体的に考察する。

指導事項
高齢社福祉
・介護保険制度
・在宅サービス
・認知症ケア
・介護保険施設
・老人福祉施設
・地域包括ケア
生活支援のための公的扶助
・生活保護の種類と基準
・生活保護の実施運営体制と最近
の動向
・ホームレスの自立支援

教材
・ワークシート　等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　高齢者福祉と公的扶助について体系的・系
統的に理解するとともに，関連する知識や技
術を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　高齢者福祉と公的扶助に関する課題を発見
し，職業人に求められる倫理観を踏まえ科学
的な根拠に基づいて創造的に解決しようとし
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　健全で持続的な社会の構築を目指して自ら
学び，高齢者福祉と公的扶助の創造と発展に
主体的かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 12

定期考査

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

福祉の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。

健全で持続的な社会を目指して自ら学び、福祉
社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組
む態度を身に付けている。

【主体的に学習に取り組む態度】

福祉 社会福祉基礎
福祉 社会福祉基礎 2

【知識・技能】 【思考・判断・表現】

社会福祉の実践において必要な知識について体
系的・系統的に理解しているとともに、関連す
る技術を身に付けている。

社会福祉の展開に関する諸問題を発見し、援助
者としての倫理観をふまえて、合理的かつ創造
的に解決をする力を身に付けている。

社会福祉基礎　実教出版

福祉

福祉に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自ら学び，福祉社会の創造と発
展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

社会福祉基礎



２
学
期

子ども家庭福祉
【知識・技能】
　子ども家庭福祉の役割や各種制
度との関係について系統的に理解
する。
【思考・判断・表現】
　我が国における子ども家庭福祉
の体制について理解し、考察す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　今後の子ども家庭福祉の在り方
について主体的に考察し、今後の
課題を自ら発見し解決しようとす
る。

３
学
期

人間関係とコミュニケーション
【知識・技能】
　コミュニケーションの意義や役
割、基礎的な方法について系統的
に理解する。
【思考・判断・表現】
　援助におけるコミュニケーショ
ンの重要性や在り方について考察
し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　コミュニケーション技法を活用
し、よりよい信頼関係の形成つい
て主体的に考えようとしている。

指導事項
・人間としての尊厳
・自立支援生活
・新たな社会福祉の構築に向けて
教材
・ワークシート　等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　コミュニケーションの意義や役割、基礎的
な方法について系統的に理解する。
【思考・判断・表現】
　援助におけるコミュニケーションの重要性
や在り方について考察し、表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　コミュニケーション技法を活用し、よりよ
い信頼関係の形成ついて主体的に考えようと
している。

○ ○ ○

定期考査

指導事項
・少子化時代の子ども子育て支援
・子育て支援と保育
・障害のある子どもの福祉
・子どものすこやかな成長への支
援
・市町村と児童相談所の役割
・社会的養護と児童虐待への対応
・子どもの貧困と一人親家庭の福
祉
・子どもの権利と子ども家庭福祉
教材
・ワークシート　等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　子ども家庭福祉について体系的・系統的に
理解するとともに，関連する知識や技術を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
　子ども家庭福祉に関する課題を発見し，職
業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根
拠に基づいて創造的に解決しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　健全で持続的な社会の構築を目指して自ら
学び，子ども家庭福祉の創造と発展に主体的
かつ協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○

○ ○ 1

10

定期考査

○ ○

1

合計

70

障害者福祉
【知識・技能】
　障害者福祉の役割や各種制度と
の関係について系統的に理解す
る。
【思考・判断・表現】
　我が国における障害者福祉の体
制について理解し、考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　今後の障害者福祉の在り方につ
いて主体的に考察し、今後の課題
を自ら発見し解決しようとする。

指導事項
・障害者福祉とは
・身体障害者の現状と課題
・身体障害者福祉の推進
・障害者の生活支援
・知的障害者の現状と課題
・知的障害者の支援と施設の役割
・障害者グループホーム
・発達障害を巡る多様な課題と支
援
・精神保健と精神障害者
・精神障害者の支援
・障害者福祉の今後
教材
・ワークシート　等
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　障害者福祉について体系的・系統的に理解
するとともに，関連する知識や技術を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
　障害者福祉に関する課題を発見し，職業人
に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に
基づいて創造的に解決しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　健全で持続的な社会の構築を目指して自ら
学び，障害者福祉の創造と発展に主体的かつ
協働的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 16

16

定期考査
○ ○ 1


